
 

  事業企画戦略室会議 （平成 25 年度第 1 回） 

議 事 録 

2013 年 6 月 27 日 (木) 開催 

時 間 15:00～17:00 場 所 地盤工学会 3階中会議室 

大 原 隆 司 室 長 ○ 岸田隆夫担当理事 ○ 鈴 木 ひ と み 室 員 × 

高 梨 俊 行 室 員 ○ 高 橋 英 紀 室 員 × 並 河  努 室 員 ○ 

南 部 い づ み 室 員 ○ 保 高 徹 生 室 員 ○ 山 田 岳 峰 室 員 ○ 

岩 﨑 公 俊 理 事 ○     

事 務局：伊 佐治 敬 ○ 事務局：長尾美咲 ×   

○：出席  ×：欠席  △：未定 

【議 題】 

議事録担当者の選出 → 保高 部員 

 

１．前回議事録の確認（並河室員） 【別紙－1】 

 
２．H25/6/13 理事会の報告，H25/6/20 理事会（書面会議）の議題 【別紙－2】 
 
・H26 年予算編成の目安は 10 月頃である。 
・事業企画戦略室の事務局として７月１日から伊佐治職員が就任予定。 
・議事録のメンバー表：下の名前を書くようにする。 
 
３．地盤工学会の財政状況について（岩﨑理事） 【別紙－3】 
 
説明内容 
 ・現状：近年、会費が毎年 5％減少、収支として毎年 4000 万円赤字である（P16）。 
     H24 の会費収入減少率は−2.5％と少し緩やか担っている。 
     H25 予算案は、3000 万円赤字でと前年度よりも小さくなっている（P20） 
 ・目標：本部：3 年間で 6000 万円／年の予算削減、毎年 10％の予算削減。 
     支部：交付金の範囲内で収支バランスを取る。 
 ・財政健全化は道半ばのため、今後とも継続した活動が必要。 
 ・電子図書室（年会費 2000 円）の積極的な利用を図る必要がある。（存在の周知等も含めて） 
質疑でのコメント 
・財政健全化の最終的な目標は、年間 3000 万円の赤字をゼロにすることである。 
・年間 3000 万円の赤字の内、1300 万円が固定資産の減価償却費用となっている。予算上は費用で

あるが、現実的にはお金を支払っているわけではない。 
・別紙 3−1P2-スライド 4 の受取補助金（約 630 万円）が H25 はゼロになる予定である。 
・財政に関しては、中長期的な取り組みはやっていて、シミュレーションをしている。 
・会誌に必要な費用が多い。年代別の必要なニーズが異なることから、会誌あり方についてアンケ

ート等を実施し、方向性を議論する。 
 
４．事業企画戦略室の検討の進め方（案）（大原室長） 【別紙－4】 
 
・地盤品質鑑定士：申込みが 1400 人に達しており、予想外に多い。申込みは非会員が 9 割を占め

る。 
・広報委員会との連携：地盤工学会のプレゼンスを高めるためには、広報が重要である。そのため、

広報委員会との連携を深める必要がある。横井広報委員長と連携をして進める 
・財政における事業企画戦略室の役割：全体の方向性の提示、各種委員会の状況確認をすることが

役割である。 
・会員アンケート：会員支部部と連携して進めていく。 



 

 
５．中長期ビジョン、委員会レビューとりまとめ結果（山田室員） 
 【別紙－5】 

・現在策定しているアクションプランには、既に必要項目は網羅されているが全てをチェックする

ことは大変。これらを統合化・重点化をすることが必要になってくる。 
・委員会の評価については、現状では評価がしにくい。「具体的な目標」と「具体的な成果」がない

と評価ができないため、ヒアリングは「具体的な目標」と「具体的な成果」としたほうがよいので

はないか？ 
・委員会の予算内訳については、学会事務局の経費が多い。CPD、旅費精算、印刷等の事務作業が

必要。電子会議システムも含めたルール作りを検討する。 
・アクションプランについては、以下の行動を実施する。 
 -各委員会の予算総会資料から抜け出せる部分を抜き出す。 
 -評価項目を山田さんの方で作成して各部会に送付して頂く。評価項目は定量可能なものとする。 
 
６．会員アンケート（案）（並河室員）  【別紙－6】 

 
・会員支部で検討しているアンケートと重複がないよう調整をして進める。 
・既にシニア会員にはアンケートを実施しているため、今回は対象外とすることを検討する。 
・追加検討事項 
 −講習会について加える。特に上司が部下に行かせたい講習会、という質問を加えてはどうか？ 
 −学会誌のなかで業務上、有益な部分について聞く（例えば、技術手帳、ノート等） 
 −学会誌の電子化に伴うメリットを聞く（例えば、分量を多く可能等） 
 −支部のあり方を考える項目を入れる。 
・アンケートに関する意見集約は並河先生がご担当。 
・会員支部部にアンケート素案を大原さんから会員支部長宛に送付する。 
・アンケートは電子媒体で実施。 
 
７．理事会運営規定の変更 【別紙－7】 

 
８．次回（第 2回事業企画戦略室会議）の開催日確認：8月 29 日（木）15:00～17:00 

 

８．次回理事会への提案事項 

・審議事項： 

・報告事項： 


